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　2005年の春、現役通教生の同志から通教の話を聞き、迷わず入学願書を出し
ました。その頃の私は経済的理由で夢を諦めたことに後悔していて、将来の方
向性も見失っていました。私は昔から好奇心が旺盛で何をやっても人並みにで
きました。しかしその反面すぐ飽きてしまい、何をやっても中途半端になって
いました。「何かをやり遂げたい」……そう決意し入学してから６年目、よう
やく卒業という栄冠をつかみ取ることができました。
　入学してから最初の１年目は転職したばかりの仕事に必死で何もできずに終
わってしまいました。私は昔から新しいことを始めると他のことができなくな
る癖がありました。この時はまだ、「人間はすぐには変われないのかもしれない」
と思っていました。
　２年目になり、所属していた鼓笛隊の同志も入学するということを聞き、一
緒に卒業したいと思うようになりました。その友人と約束し、初めて夏期スクー
リングの申し込みをしました。そのときは、冊子を読んでも意味がよくわから
ず、全期申し込みをしてたったの１科目しか受講許可が取れませんでした。２
年次なのに３、４年次の科目を申し込みしていたことが原因でした。しかし、
たった１科目でしたが初めてのスクーリングはとても意義あるものでした。そ
こで初めて全国の同志に出逢い、自分が通教生の一員であることを初めて実感
できたのです。何も知らない私に対して、たくさんの同志がレポート作成やス
クーリングの申し込みの仕方、学習計画の立て方等、細かいところまで教えて
くださいました。自立学習入門を最初に受講した方が良かったともこの時知り
ました。また、厳しい社会で実証を示しながら、遠路遥々創大に学びに来る同
志の姿に感動させられました。２年間で９単位という驚くべき成績の悪さも、
スクーリングに参加した後から学習意識が高まったことと、どうやって単位を
取得できるかを理解できたことで前向きに捉えることができました。
　２年次が終わる頃、初めて学習計画を立てました。１、２年次の科目がたく
さん残っていたので、すべて計画通りというわけにはいきませんでしたが、順
調に単位を取得することができました。四年次になり、計画通り介護実習を終
え、５年次で教員採用試験と教育実習を受け卒業するという計画を立てました。
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しかし、いざ５年次になると達成できなかった単位のしわ寄せがあり、教育実
習も仕事も勉強も余裕なく取り組むことになりました。あっという間に１年が
経ち、気がついたら最後の科目試験の締め切り２週間前でした。最後に残して
いたのは１年次から後回しにしていた私の苦手な１科目だけでした。最後に
なってようやく取り掛かろうとして、教科書が２年次の時に変わっていたこと
に気がついたのでした。今から新しい教科書を注文しても間に合わないと思っ
た瞬間、５年で卒業するという目標が打ち砕かれました。一緒に卒業しようと
誓い合った友人も次から次へと卒業が決まり、もう一歩のところで卒業だった
のにと悔しくて仕方がありませんでした。
　しかし、以前の私とは何かが違っていました。いつも中途半端だった私が、
通教生としての自覚を持ってからは、逃げ出さず困難に立ち向かえるようにな
りました。教員採用試験を受けるために始めた習字やピアノも昔少しばかり挑
戦して諦めたものでした。今では習字の免許もとれ、ピアノを弾ける喜びもわ
かるようになりました。家族の為に習った整体も忙しさを理由に中途半端にし
ていましたが、通教卒業前に免許を取ることができました。くじけそうになっ
た時は、いつも創立者の激励を思い出し、奮起しました。「卒業できなかった
ことにはきっと意味がある」。卒業まで１年間、自分に何ができるかを考えま
した。
　私は、苦労を知らない教育者や偏った考えの教育者には絶対になりたくない
と思っていたので、経験豊かで広い視野を持った教育者になろうと考えていま
した。国際科のある高校に入ったのも異国の文化や語学を学び、国や文化や宗
教を越えて友情を結び、自分の視野を広げたいと思っていたからです。
　しかし、少しでも家計を補うためと小学校から高校まで兄弟で新聞配達をし
て、高校の時はアルバイトを掛け持ちして忙しい日々を送っていました。私は
忙しいことや経済苦を理由に勉強や海外留学を放棄したのです。入学時に「何
かをやり遂げたい」と決意したことを思い出し、在学中の留学を決意しました。
今、こうして海外で語学を学べていることも、そのチャンスを掴む勇気を出せ
たのも通教のおかげです。
　そして2011年３月いつも近くで励ましあった鼓笛隊の友人も一緒に卒業でき
ることが決まり、今年の卒業を心から喜び合いました。また、主席賞をいただ
けると連絡があり、母が泣いて喜びました。ようやく親孝行ができたと喜んで
いたのもつかの間、大震災が福島の実家を襲いました。念願の卒業式も中止。
被災や原発のニュースを見てはただただ自分に何ができるのか考えるばかり
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で、何もできないことが辛くて仕方がありませんでした。また、「昨年卒業で
きていたら母を卒業式に連れて行けたのに」と後悔ばかりしていました。
　しかし、今は違います。新世紀１期生として創立者の激励を受け、自分の使
命をますます強く実感しています。創価大学通信教育部に学んだ多くのことは、
これからの私の原点になるでしょう。一生忘れない私の誇りです。感謝と恩返
しの心を胸に刻み、より一層社会に貢献できる人材に成長することを誓います。
